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平成２２年度 第１回 いわき市介護保険運営協議会 議事録 
 
 
 
Ⅰ 日 時 平成２２年５月２６日（水） １５：２５～１６：３０ 
 
 
Ⅱ 場 所 総合保健福祉センター ３階 健康学習室 
 
 
Ⅲ 出席者  
 

委 員 
委 員 
委 員 

 遠藤 寿海 
 木村 守和 
 中里 孝宏 

委 員 
委 員 
委 員

 篠原 清美 
 久保田 幸子 
 箱崎 秀樹 

委 員 
委 員 

 矢吹 明孝 
増田 桂子 

委 員 
委 員 

 樫村 恵美 
 久冨 隆資 

委 員  大木 和弘 委 員  鈴木 幸男 
委 員 

 
 

 渡邊 俊克 
 

委 員  前澤 由美 

Ⅳ 事務局職員 
 

保健福祉部 部長 
次長            

 本間 靜夫 
 酒井 宏昌 

長寿介護課 課長  坂本 新一 
      課長補佐  小川 俊幸 
      企画庶務係長  渡邉 修 
      介護予防係長  篠原 美紀 
      介護支援係長 
      介護保険係長 

企画庶務係 事務主任 

 門馬 將洋 
 西山 敦 
 高橋 めぐみ 

            主事  木村 隼也 
地域福祉ネットワークいわき 事務局長  大谷 奈美 

 
 
 
 



Ⅴ 議 事 
 
 【説明事項】 
  １ 介護保険運営協議会について 
  ２ 第５次市高齢者保健福祉計画（平成２１年度～２３年度）について 
 
【協議事項】 

  １ 平成２２年度介護保険運営協議会の運営について 
 
 
Ⅵ 会長等の選出について      

議事に先立ち、次の事項について協議・決定された。 
 

 ○ 会長、副会長の選出について 
   市介護保険規則第５７条の規定に基づき、委員の互選により、会長、副会長

が選出された。 
 

会長 木村 守和委員   副会長 遠藤 寿海委員 
 

 
  ○ 地域密着型サービス部会委員の選出について 
    市介護保険規則第５９条第２項並びに第３項の規定に基づき、会長の指名に

より、「市介護保険運営協議会 地域密着型サービス部会」の部会長及び部会

委員について次のとおり選任された。 
 
    部 会 長 矢吹 明孝委員   部会委員 大木 和弘委員 
    部会委員 柳澤 孝主委員   部会委員 樫村 恵美委員 
    部会委員 増田 桂子委員   部会委員 鈴木 幸男委員 
 
  ○ 会議の公開等について 
   ① 本協議会について、原則公開とすること。 
   ② 議事の公開に際して、市ホームページに会議資料及び議事録の掲載を行い、

周知を図ること。 
   ③ 議事録の公開にあたり、議事録署名人を設けること。（会長、副会長を除

いた委員の中から、会長の指名により毎回２名ずつ選任） 
 
 
 



Ⅶ 会議の大要 
 １ 介護療養型医療施設療養病床について 

発言者 内容 
 
A 委員 

 
 
 
 
 
  B 委員 
 
 
  A 委員 
 
 
 
 

 
説明事項の資料５ページに記載のある、「施設整備目標について」

のうち、介護療養型医療施設のマイナスの数字については、療養型

病床の削減についてであり、社会保障費の抑制等を図る目的から前

政権が掲げた方針であるが、現在の在宅医療・在宅介護には限界が

あることから、廃止については未だ明確化されていない状況にある。 
 
在宅医療が充実すれば、家庭での生活が可能となり、社会的入院

の解消にも繋がると思う。 
 
 現状としては、医療行為が必要になったり、医療的に重度となっ

て一旦入院すると、退院しても家庭での介護等に係る家族の負担が

増えてしまう傾向が強いことから、結果、本人が家庭に戻れないと

いう例が多いと思われる。 

 
 ２ 傾聴ボランティアについて 

発言者 内容 
 
C 委員 

 
 
 
 
 
 
  事務局 
 
 
 
 
 
  A 委員 

 
ボランティアの方が、グループホーム等の事業所だけでなく、在

宅にまで参入できるように支援していくのが、包括支援センターの

役割だと思う。 
例えば、集会所や空き家を確保し、そこを活用して市民の方の声

を傾聴する等の環境を作らないと、活動は広がっていかないと思わ

れるがいかがか。 
 
傾聴ボランティア団体とは団体発足時の立ち上げ支援や、研修会

などの開催支援等について関わりを持ってきたところである。 
今後は、ボランティア団体が独自に活動できるようなバックアッ

プの体制を整えて行きたいと考えており、関係団体と協議しながら

検討していきたい。 
 
 現在、モデル事業として実施している「あんしん見守りネットワ

ーク活動事業」と将来的にはリンクするような形で地域に根付く活

動に育っていくと非常に良い。 



 ３ 高齢者を社会全体で支えていく仕組み作りについて 

 

発言者 内容 
 
D 委員 

 
 
 
 
  A 委員 
 
 
 

 
本人が健康なうちから、５年後、10 年後を見据えて、社会全体で

暖かく迎えられるような意識作りについて、考えていく必要がある。 
また、最期を自宅で看取るという考え方について理解してもらえ

るような体制作りも、併せて必要である。 
 

 介護保険制度が始まって 10 年が経過し、制度として大分定着して

きたが、高齢者を受け入れる体制については今後も引き続き考えて

いかなければならない。 

 
※【協議事項】 

  平成２２年度介護保険運営協議会の運営について、事務局案のとおり承認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



本議事録に相違ないことを証明するため、ここに署名する。 
 
 

平成２２年６月３０日 
 
 

議事録署名人 
 

中里 孝宏  ㊞ 
 

議事録署名人 
 

矢吹 明孝  ㊞ 


